
10

20

JP 7540924 B2 2024.8.27

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7540924号

(P7540924)
(24)登録日　令和6年8月19日(2024.8.19)(45)発行日　令和6年8月27日(2024.8.27)

(54)【発明の名称】　水路の植生基盤

(51)国際特許分類
　   Ｅ０２Ｂ 5/02 (2006.01)
　   Ａ０１Ｇ 24/18 (2018.01)

ＦＩ
　Ｅ０２Ｂ 5/02 　　　Ｇ 　　　
　Ａ０１Ｇ 24/18 　　　　 　　　

(21)出願番号　 特願2020-156232(P2020-156232)
(22)出願日　 令和2年9月17日(2020.9.17)
(65)公開番号　 特開2022-49929(P2022-49929A)
(43)公開日　 令和4年3月30日(2022.3.30)

審査請求日　 令和5年9月5日(2023.9.5)

(73)特許権者　 000166432
戸田建設株式会社
東京都中央区八丁堀２－８－５

(74)代理人　 100104927
弁理士　和泉  久志

(72)発明者　 田中  徹
東京都中央区八丁堀二丁目８番５号  戸 
田建設株式会社内

(72)発明者　 中島  広志
東京都中央区八丁堀二丁目８番５号  戸 
田建設株式会社内

(72)発明者　 冨貴  丈宏
東京都中央区八丁堀二丁目８番５号  戸 
田建設株式会社内

(72)発明者　 三浦  玄太
最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 水 路 の 壁 面 に 設 置 さ れ 、 水 路 内 に 向 け て 突 出 す る 山 型 構 造 が 流 れ 方 向 に 沿 っ て 多 数 形 成  
さ れ た 多 孔 質 の 植 生 基 盤 本 体 と 、 前 記 植 生 基 盤 本 体 の 内 部 に 配 置 さ れ た 活 性 炭 と か ら な る
と と も に 、 前 記 活 性 炭 は シ ー ト 状 に 形 成 さ れ 、 こ の シ ー ト 状 の 活 性 炭 が 、 前 記 植 生 基 盤 本  
体 に 形 成 さ れ た ス リ ッ ト 部 に 嵌 め 込 ま れ る こ と に よ り 取 り 替 え 可 能 に 配 置 さ れ て い る こ と  
を 特 徴 と す る 水 路 の 植 生 基 盤 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 植 生 基 盤 本 体 は 、 発 泡 セ ラ ミ ッ ク ス か ら な る 請 求 項 １ 記 載 の 水 路 の 植 生 基 盤 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 山 型 構 造 は 、 水 路 の 両 壁 面 に そ れ ぞ れ 対 向 し て 配 置 さ れ て い る 請 求 項 １ 、 ２ い ず れ  
か に 記 載 の 水 路 の 植 生 基 盤 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 水 路 に お け る 生 物 生 息 環 境 の 多 様 化 を 向 上 さ せ た 山 型 構 造 を 有 す る 植 生 基 盤  
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 水 田 や 水 路 、 た め 池 な ど に は 多 く の 種 類 の 生 物 が 生 息 し 、 生 物 多 様 性 が 豊 か  

請求項の数　3　（全8頁）
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な 場 所 で あ る こ と が 知 ら れ て い る 。 し か し 、 近 年 そ の 生 息 環 境 は 、 圃 場 の 大 規 模 整 備 や 開  
発 に よ り 劣 化 し て い る 。 生 物 多 様 性 を 維 持 す る た め に は 、 動 植 物 の 生 息 環 境 に 配 慮 し た 施  
工 を 行 う こ と が 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 水 路 に お け る 生 物 生 息 環 境 の 多 様 化 を 向 上 す る 技 術 の 一 つ と し て 、 水 路 の 壁 面 緑 化 が 挙  
げ ら れ る 。 水 路 の 壁 面 緑 化 は 、 保 水 機 能 を 有 す る 発 泡 セ ラ ミ ッ ク ス （ 例 え ば 、 下 記 特 許 文  
献 １ ） や 、 多 孔 質 の ポ ー ラ ス コ ン ク リ ー ト （ 例 え ば 、 下 記 特 許 文 献 ２ ） か ら な る パ ネ ル 状  
の 植 生 基 盤 材 を 、 水 路 の 壁 面 に 設 置 す る こ と に よ り 、 前 記 発 泡 セ ラ ミ ッ ク ス や ポ ー ラ ス コ  
ン ク リ ー ト か ら な る 植 生 基 盤 材 の 下 部 を 、 水 路 の 水 位 以 下 に 設 置 す る こ と で 、 毛 管 現 象 に  
よ る 吸 水 等 に よ り 、 水 路 の 水 位 よ り 高 い 位 置 に お い て も 安 定 し た 植 物 の 生 育 環 境 が 確 保 で  
き る よ う に し た も の で あ る 。 水 路 の 壁 面 を 緑 化 す る こ と に よ っ て 、 自 然 環 境 や 生 態 系 の 保  
全 、 景 観 向 上 、 緑 化 面 積 の 増 大 に 伴 う 都 市 部 に お け る ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 現 象 の 緩 和 等 が 実  
現 で き る 他 、 誤 っ て 水 路 に 転 落 し た 小 動 物 等 が 這 い 上 が れ る 移 動 経 路 に も な る こ と が 期 待  
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 、 例 え ば 、 下 記 特 許 文 献 ３ に 開 示 さ れ る よ う に 、 水 路 に お け る 魚 類 の 住 処 を 目 的 と  
し た 魚 巣 ブ ロ ッ ク に つ い て も 種 々 開 発 さ れ て お り 、 川 岸 や 大 型 の 水 路 の 壁 面 に 採 用 さ れ て  
い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ９ ２ ９ ７ ８ 号 公 報
【 文 献 】 特 開 平 ９ － ３ １ ６ ８ ５ １ 号 公 報
【 文 献 】 特 開 平 １ ０ － ８ ４ ３ ６ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 来 の 河 川 は 、 石 や 堆 積 物 な ど に よ り 自 然 に 緩 流 域 が 形 成 さ れ 、 こ の 緩 流 域 が 遊 泳 力 の  
弱 い 魚 類 の 住 処 と な り 、 こ の よ う な 魚 類 の 保 全 に 寄 与 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 と こ ろ が 、 前 記 発 泡 セ ラ ミ ッ ク ス や ポ ー ラ ス コ ン ク リ ー ト か ら な る パ ネ ル 状 の 植 生 基 盤  
材 を 、 平 面 状 に 整 備 さ れ た 水 路 の 壁 面 に 設 置 し て 人 工 的 に 壁 面 緑 化 を 施 し た 水 路 で は 、 水  
路 内 の 流 速 が ほ ぼ 一 定 に な り 、 水 路 内 の 流 速 に 変 化 が な い た め 、 水 路 に お け る 生 物 多 様 性  
の 向 上 と い う 観 点 か ら す る と 、 水 路 の 壁 面 に パ ネ ル 状 の 植 生 基 盤 材 を 配 置 し た だ け で は 大  
き な 効 果 が 期 待 で き な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 一 方 、 上 記 特 許 文 献 ３ に 開 示 さ れ る よ う に 、 前 記 魚 巣 ブ ロ ッ ク を 設 置 す る こ と に よ り 、  
遊 泳 力 の 弱 い 魚 類 の 住 処 が 提 供 で き る が 、 魚 巣 ブ ロ ッ ク を 設 置 す る に は 、 護 岸 に あ る 程 度  
の 奥 行 き が 必 要 で あ り 、 幅 の 狭 い 水 路 で は 採 用 し に く い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 多 孔 質 の 発 泡 セ ラ ミ ッ ク ス や ポ ー ラ ス コ ン ク リ ー ト で は 、 無 数 の 微 細 な 開 孔 内 を  
水 が 通 過 す る こ と に よ り 無 機 物 等 の 吸 着 に よ る 水 質 浄 化 効 果 が 期 待 で き る が 、 有 機 物 の 吸  
着 効 果 は ほ と ん ど な く 、 水 質 悪 化 の 懸 念 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ こ で 本 発 明 の 主 た る 課 題 は 、 流 速 の 変 化 に よ る 多 様 な 生 物 の 住 処 が 確 保 で き 、 有 機 物  
等 の 吸 着 に よ る 水 質 浄 化 効 果 に 優 れ た 水 路 の 植 生 基 盤 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 請 求 項 １ に 係 る 本 発 明 と し て 、 水 路 の 壁 面 に 設 置 さ れ 、 水 路  
内 に 向 け て 突 出 す る 山 型 構 造 が 流 れ 方 向 に 沿 っ て 多 数 形 成 さ れ た 多 孔 質 の 植 生 基 盤 本 体 と  
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、 前 記 植 生 基 盤 本 体 の 内 部 に 配 置 さ れ た 活 性 炭 と か ら な る と と も に 、 前 記 活 性 炭 は シ ー ト  
状 に 形 成 さ れ 、 こ の シ ー ト 状 の 活 性 炭 が 、 前 記 植 生 基 盤 本 体 に 形 成 さ れ た ス リ ッ ト 部 に 嵌  
め 込 ま れ る こ と に よ り 取 り 替 え 可 能 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 水 路 の 植 生 基 盤 が  
提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 で は 、 水 路 の 壁 面 に 設 置 す る 植 生 基 盤 の 形 状 を 、 水 路 内 に 突 出  
す る 山 型 構 造 が 流 れ 方 向 に 沿 っ て 多 数 形 成 さ れ た 形 状 と す る こ と に よ り 、 山 型 構 造 の 凸 部  
分 で は 急 流 域 と な り 、 流 れ 方 向 に 隣 り 合 う 山 型 構 造 間 の 凹 部 分 で は 緩 流 域 と な る 。 こ の た  
め 、 緩 流 域 の 凹 部 分 が 、 遊 泳 力 の 弱 い 魚 類 の 住 処 と な り 、 流 速 の 変 化 に よ る 多 様 な 生 物 の  
住 処 が 確 保 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 植 生 基 盤 の 形 状 を 山 型 構 造 が 多 数 形 成 さ れ た 形 状 と す る こ と で 、 パ ネ ル 状 の 平 面  
形 状 と 比 較 し て 表 面 積 が 増 加 す る た め 、 緑 化 面 積 が 増 大 し 、 植 物 の 吸 水 ・ 蒸 散 に よ る 冷 却  
効 果 の 向 上 が 図 れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 更 に 、 本 発 明 に 係 る 植 生 基 盤 で は 、 多 孔 質 の 植 生 基 盤 本 体 に 水 が 浸 透 す る こ と で 、 物 質  
の 吸 着 に よ る 浄 化 効 果 が 得 ら れ る と と も に 、 植 生 基 盤 本 体 の 内 部 に 配 置 さ れ た 活 性 炭 に よ  
り 、 前 記 植 生 基 盤 本 体 で は 吸 着 し き れ な い 有 機 物 等 の 吸 着 効 果 が 発 揮 さ れ る 。 こ の た め 、  
有 機 物 等 の 吸 着 に よ る 水 質 浄 化 効 果 の 向 上 が 図 れ る 。 ま た 、 前 記 活 性 炭 は 、 気 相 の 浄 化 に  
も 効 果 的 で あ り 、 悪 臭 の 防 止 に も 貢 献 す る 。 な お 、 前 記 活 性 炭 と は 、 吸 着 効 率 を 高 め る た  
め に 化 学 的 ま た は 物 理 的 な 処 理 を 施 し た 炭 素 を 主 な 成 分 と す る 多 孔 質 の 物 質 で あ り 、 水 中  
の 有 害 物 質 や 臭 気 物 質 等 を 吸 着 ・ 除 去 す る 効 果 を 有 し 、 水 道 水 の 浄 化 等 に も 採 用 さ れ て い  
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
前 記 活 性 炭 は シ ー ト 状 に 形 成 さ れ 、 こ の シ ー ト 状 の 活 性 炭 が 、 前 記 植 生 基 盤 本 体 に 形 成 さ  
れ た ス リ ッ ト 部 に 嵌 め 込 ま れ る こ と に よ り 、 取 り 替 え 可 能 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
従 っ て 、 水 の 汚 れ 具 合 や 経 年 数 に 応 じ て 、 シ ー ト 状 活 性 炭 を 簡 単 に 交 換 で き 、 活 性 炭 に よ  
る 吸 着 効 果 を 長 期 に 亘 っ て 持 続 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 本 発 明 と し て 、 前 記 植 生 基 盤 本 体 は 、 発 泡 セ ラ ミ ッ ク ス か ら な る 請 求 項
１ 記 載 の 水 路 の 植 生 基 盤 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 で は 、 多 孔 質 の 植 生 基 盤 本 体 を 構 成 す る 素 材 と し て 、 発 泡 セ ラ  
ミ ッ ク ス を 用 い て い る 。 こ の 発 泡 セ ラ ミ ッ ク ス は 、 軽 量 で 、 か つ 高 い 含 水 率 を 有 す る 無 機  
質 材 料 で あ る た め 、 植 生 基 盤 と し て 、 安 定 し た 植 物 の 育 成 環 境 が 提 供 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ３ に 係 る 本 発 明 と し て 、 前 記 山 型 構 造 は 、 水 路 の 両 壁 面 に そ れ ぞ れ 対 向 し て 配 置  
さ れ て い る 請 求 項 １ 、 ２ い ず れ か に 記 載 の 水 路 の 植 生 基 盤 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 で は 、 植 生 基 盤 本 体 の 前 記 山 型 構 造 を 、 水 路 の 両 壁 面 に そ れ ぞ  
れ 対 向 し て 配 置 す る こ と に よ っ て 、 両 側 に 山 型 構 造 の 凸 部 分 が 配 置 さ れ た 水 域 で は 急 流 域  
が 形 成 さ れ 、 両 側 に 凹 部 分 が 配 置 さ れ た 水 域 で は 緩 流 域 が 形 成 さ れ や す く な り 、 水 路 の 流  
速 の 変 化 を よ り 確 実 に 作 り 出 す こ と が で き る よ う に な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 上 詳 説 の と お り 本 発 明 に よ れ ば 、 流 速 の 変 化 に よ る 多 様 な 生 物 の 住 処 が 形 成 で き る と  
と も に 、 有 機 物 等 の 吸 着 に よ る 水 質 浄 化 効 果 に 優 れ る よ う に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
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【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 植 生 基 盤 １ を 適 用 し た 水 路 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 そ の I I 部 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 シ ー ト 状 活 性 炭 ６ Ａ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 変 形 例 に 係 る 植 生 基 盤 １ を 適 用 し た 水 路 の 平 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 に 係 る 水 路 の 植 生 基 盤 は 、 水 路 に お け る 自 然 的 景 観 の 保 全 や 生 物 多 様 性 の 向 上 を  
目 的 と し て 、 水 路 の 壁 面 に お け る 植 物 の 育 成 を 可 能 に す る と と も に 、 水 路 内 の 流 速 に 変 化  
を つ け 、 か つ 水 路 の 水 質 浄 化 効 果 を 向 上 さ せ た も の で あ る 。 本 発 明 に お け る 前 記 水 路 と は  
、 人 工 的 な 水 路 の 他 、 河 川 や 湖 沼 等 を 含 む 概 念 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 前 記 植 生 基 盤 １ は 、 水 路 ２ の 壁 面 ３ に 設 置 さ れ 、 水 路 ２ 内 に 向  
け て 突 出 す る 山 型 構 造 ４ 、 ４ … が 流 れ 方 向 に 沿 っ て 多 数 形 成 さ れ た 多 孔 質 の 植 生 基 盤 本 体  
５ と 、 前 記 植 生 基 盤 本 体 ５ の 内 部 に 配 置 さ れ た 活 性 炭 ６ と か ら な る も の で あ る 。 本 発 明 に  
係 る 植 生 基 盤 １ は 、 底 版 部 と 該 底 版 部 の 両 側 に 立 設 さ れ た 側 壁 部 と か ら な る コ ン ク リ ー ト  
製 の 水 路 に お い て 、 前 記 両 側 壁 部 の 内 面 （ 前 記 壁 面 ３ ） に 取 り 付 け ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 記 植 生 基 盤 本 体 ５ と し て は 、 発 泡 セ ラ ミ ッ ク ス や ポ ー ラ ス コ ン ク リ ー ト な ど の 多 孔 質  
性 の 素 材 が 用 い ら れ 、 特 に 吸 水 性 の 高 い 発 泡 セ ラ ミ ッ ク ス を 用 い る の が 好 ま し い 。 前 記 発  
泡 セ ラ ミ ッ ク ス と は 、 二 酸 化 珪 素 （ S i O 2 ） 及 び 酸 化 カ ル シ ウ ム （ C a O ） を 主 成 分 と す る 鋳  
鉄 ス ラ グ と 粘 土 を 配 合 し て 練 り 混 ぜ た 材 料 を 、 所 定 の 形 状 に 成 形 し 、 約 １ ０ ０ ０ ℃ で 燃 焼  
し た 材 料 で あ る 。 高 温 で 燃 焼 す る こ と で 、 連 続 空 隙 を 有 す る 無 機 質 の 植 生 基 盤 本 体 が 製 造  
で き る 。 植 生 基 盤 本 体 ５ と し て 前 記 発 泡 セ ラ ミ ッ ク ス を 用 い る こ と に よ り 、 植 生 基 盤 材 と  
し て 軽 量 （ 密 度 ０ ． ３ ～ ０ ． ９ ｇ ／ ｃ ｍ ３ ） 、 か つ 、 高 い 含 水 率 （ 乾 燥 重 量 比 で 約 ５ ０ ％  
） を 有 し た 無 機 質 材 料 と な り 、 安 定 し た 植 物 の 育 成 環 境 が 形 成 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 前 記 植 生 基 盤 本 体 ５ は 、 練 り 混 ぜ た 材 料 を 独 立 し た 球 状 の 粒 （ 団 子 状 ） に し 、 こ  
れ を 型 枠 内 に 詰 め て プ レ ス 成 形 し た 後 、 燃 焼 す る こ と に よ っ て 、 球 状 の 粒 と 粒 の 間 に も 空  
隙 が 形 成 さ れ 、 表 面 が 平 滑 な 場 合 に 比 べ て 、 よ り 多 く の 水 分 を 吸 水 ・ 保 持 す る こ と が で き  
る よ う に な る 。 ま た 、 球 状 の 粒 に よ っ て 植 生 基 盤 本 体 ５ の 表 面 に 凹 凸 と 隙 間 が 形 成 さ れ る  
た め 、 表 面 が 平 滑 な コ ン ク リ ー ト 面 等 と 比 較 し て 、 自 然 飛 来 し た 種 子 や 胞 子 が 付 着 し や す  
く 、 播 種 等 の 工 程 を 省 略 で き る 。 ま た 、 そ の 後 の 根 の 育 成 も 、 粒 と 粒 の 空 隙 に 入 り 込 む よ  
う に 伸 長 で き る た め 、 平 滑 面 と 比 較 し て 良 好 な 環 境 が 維 持 で き る 。 ま た 、 水 中 に お い て は  
、 藻 類 が 繁 茂 し 、 水 生 生 物 の 餌 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 多 孔 質 の 前 記 植 生 基 盤 本 体 ５ は 、 下 部 を 水 路 の 水 位 以 下 に 設 置 す る こ と で 、 毛 管 現 象 に  
よ る 吸 上 げ 効 果 等 に よ っ て 、 水 路 の 水 位 よ り 高 い 位 置 に お い て も 、 植 物 の 育 成 に 最 も 重 要  
な 要 素 で あ る 水 分 を 常 時 、 吸 水 ・ 保 持 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 こ の 結 果 、 従  
来 、 困 難 と さ れ て き た 垂 直 面 に お い て も 、 給 水 装 置 等 の 補 助 設 備 無 し で 、 安 定 し た 植 物 の  
育 成 環 境 を 創 造 す る こ と が で き る 。 水 路 の 水 面 か ら の 吸 水 高 さ は 、 概 ね ３ ０ ０ ｍ ｍ 程 度 で  
あ り 、 植 物 が 水 面 か ら ３ ０ ０ ｍ ｍ の 間 に 根 を 張 る こ と で 、 よ り 広 い 面 積 の 緑 化 が 可 能 と な  
る 。 し た が っ て 、 植 生 基 盤 本 体 ５ の 高 さ 方 向 の 設 置 位 置 は 、 下 端 が 水 路 の 最 低 水 位 か ら ５  
０ ｍ ｍ 以 上 下 方 と す る の が 好 ま し く 、 上 端 が 水 路 の 最 高 水 位 か ら ３ ０ ０ ｍ ｍ 以 上 上 方 と す  
る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 記 植 生 基 盤 本 体 ５ は 、 両 側 壁 部 の 壁 面 ３ に 対 し て 、 モ ル タ ル 、 ア ン カ ー 、 接 着 剤 か ら  
な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 以 上 の 接 合 手 段 に よ り 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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　 前 記 植 生 基 盤 本 体 ５ は 、 水 路 内 に 向 け て 突 出 す る 山 型 構 造 ４ … を 、 水 路 の 長 手 方 向 に 沿  
っ て 多 数 形 成 し て い る 。 前 記 山 型 構 造 ４ は 、 図 １ に 示 さ れ る 平 面 視 で 、 滑 ら か な 曲 線 か ら  
な る 、 な だ ら か な 凸 部 を 形 成 し て お り 、 流 れ 方 向 に 隣 り 合 う 山 型 構 造 ４ 、 ４ 間 に は 、 滑 ら  
か な 曲 線 か ら な る 、 な だ ら か な 凹 部 が 形 成 さ れ て い る 。 前 記 山 型 構 造 ４ は 、 植 生 基 盤 本 体  
５ の 高 さ 方 向 の 全 長 に 亘 っ て 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ っ て 、 前 記 植 生 基 盤 本 体 ５ の 水 路  
２ 側 の 表 面 は 、 流 れ 方 向 に 沿 っ て 波 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 前 記 植 生 基 盤 本 体 ５ の 表 面 に 複 数 の 山 型 構 造 ４ 、 ４ … が 形 成 さ れ て い る た め 、 前 記 山 型  
構 造 ４ の 凸 部 分 で は 急 流 域 が 形 成 さ れ 、 流 れ 方 向 に 隣 り 合 う 山 型 構 造 ４ 、 ４ 間 の 凹 部 分 で  
は 緩 流 域 が 形 成 さ れ る 。 こ の た め 、 緩 流 域 の 凹 部 分 が 、 遊 泳 力 の 弱 い 魚 類 の 住 処 と な り 、  
流 速 の 変 化 に よ る 多 様 な 生 物 の 生 息 環 境 が 提 供 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 植 生 基 盤 本 体 ５ の 表 面 形 状 を 山 型 構 造 ４ に す る こ と で 、 パ ネ ル 状 の 平 面 形 状 と 比  
較 し て 表 面 積 が 増 加 す る た め 、 表 面 に 付 着 し て 育 成 す る 植 物 の 量 が 増 え 、 緑 化 面 積 の 増 大  
に 伴 う 植 物 の 吸 水 ・ 蒸 散 に よ る 冷 却 効 果 の 向 上 が 図 れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 前 記 山 型 構 造 ４ の 高 さ Ｈ （ 山 型 構 造 ４ の 頂 部 と 、 隣 り 合 う 山 型 構 造 ４ 、 ４ 間 の 凹 部 の 底  
部 と の 植 生 基 盤 本 体 ５ の 厚 み 方 向 の 長 さ ） は 、 水 路 の 幅 や 流 速 な ど に よ っ て 異 な る が 、 凹  
部 分 に お い て 確 実 に 緩 流 域 を 生 成 す る 観 点 か ら 、 ３ ０ ０ ～ ６ ０ ０ ｍ ｍ と す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 流 れ 方 向 に 隣 り 合 う 山 型 構 造 ４ 、 ４ の 間 隔 Ｌ は 、 水 路 の 幅 や 流 速 な ど に よ っ て 異  
な る が 、 凹 部 分 に お い て 確 実 に 緩 流 域 を 生 成 す る 観 点 か ら 、 ２ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ ｍ ｍ と す る  
の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 前 記 山 型 構 造 ４ は 、 水 路 ２ の 両 壁 面 に そ れ ぞ れ 対 向 し て 配 置 さ れ て い る の が 好 ま し い 。  
す な わ ち 、 水 路 の 左 側 壁 面 と 右 側 壁 面 と に そ れ ぞ れ 配 置 さ れ た 山 型 構 造 ４ 、 ４ が 、 水 路 の  
幅 方 向 に ほ ぼ 一 致 す る 位 置 に 設 け ら れ 、 長 手 方 向 に 隣 り 合 う 山 型 構 造 ４ 、 ４ 間 の 凹 部 分 も  
、 水 路 の 幅 方 向 に ほ ぼ 一 致 す る 位 置 に 設 け ら れ る よ う に す る の が よ い 。 こ れ に よ り 、 左 右  
の 山 型 構 造 ４ 、 ４ 間 の 水 路 幅 が 狭 く な っ た 水 域 で 流 速 が 速 く な り 、 左 右 の 凹 部 分 間 の 水 路  
幅 が 広 く な っ た 水 域 で 流 速 が 遅 く な る と い う よ う に 、 流 速 の 変 化 に よ る 多 様 な 生 物 の 住 処  
を よ り 確 実 に 作 り 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 前 記 植 生 基 盤 本 体 ５ の 内 部 に 配 置 さ れ る 前 記 活 性 炭 ６ は 、 粉 粒 状 、 繊 維 状 、 ペ レ ッ ト 状  
等 の 公 知 の い ず れ の 形 態 の も の を 用 い て も よ く 、 植 生 基 盤 本 体 ５ に 対 す る 配 置 形 態 も 特 に  
問 わ な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 さ れ る 形 態 例 で は 、 前 記 活 性 炭 ６ は 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う な シ ー ト 状  
に 形 成 さ れ て お り 、 こ の シ ー ト 状 活 性 炭 ６ Ａ が 前 記 植 生 基 盤 本 体 ５ に 形 成 さ れ た ス リ ッ ト  
部 ７ に 嵌 め 込 ま れ る こ と に よ り 、 前 記 シ ー ト 状 活 性 炭 ６ Ａ が 取 り 替 え 可 能 に 配 置 さ れ て い  
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 前 記 シ ー ト 状 活 性 炭 ６ Ａ は 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 表 面 が メ ッ シ ュ 状 の プ ラ ス チ ッ ク  
な ど か ら な る ケ ー ス ８ 内 に 収 納 さ れ 、 ケ ー ス ８ を 開 け て シ ー ト 状 活 性 炭 ６ Ａ を 取 り 出 す こ  
と が で き る よ う に な っ て い る 。 前 記 シ ー ト 状 活 性 炭 ６ Ａ は 、 前 記 ケ ー ス ８ の 形 状 に 合 わ せ  
て 変 形 で き る 可 撓 性 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 前 記 シ ー ト 状 活 性 炭 ６ Ａ が 収 納 さ れ る ケ ー ス ８ は 、 山 型 構 造 ４ の 凸 状 の 曲 線 に 合 わ せ て  
湾 曲 し て い る の が 好 ま し い 。 表 面 は メ ッ シ ュ 状 に 形 成 さ れ 、 収 納 さ れ た シ ー ト 状 活 性 炭 ６  
Ａ に 水 が 流 通 で き る 構 造 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
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　 前 記 植 生 基 盤 本 体 ５ に 設 け ら れ た ス リ ッ ト 部 ７ は 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 各 山 型 構 造  
４ の 表 面 か ら 若 干 内 側 の 位 置 に お い て 、 山 型 構 造 ４ の 凸 形 状 に 合 わ せ て 湾 曲 す る 平 面 形 状  
を 成 し 、 上 部 が 開 口 し た 有 底 の ス リ ッ ト 状 に 形 成 さ れ 、 前 記 ケ ー ス ８ に 収 納 さ れ た シ ー ト  
状 活 性 炭 ６ Ａ を 、 上 部 の 開 口 か ら 内 部 に 挿 入 で き る よ う に な っ て い る 。 前 記 ス リ ッ ト 部 ７  
は 、 植 物 の 根 が 侵 入 し て 活 性 炭 の 取 り 替 え の 妨 げ と な ら な い よ う に 、 ケ ー ス ８ と の 間 に は  
ほ と ん ど 隙 間 を 設 け な い よ う に す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 １ に 示 さ れ る 形 態 例 で は 、 前 記 シ ー ト 状 活 性 炭 ６ Ａ は 、 各 山 型 構 造 ４ に の み 設 け ら れ  
て い る が 、 こ れ に 代 え て 又 は こ れ に 加 え て 、 流 れ 方 向 に 隣 り 合 う 山 型 構 造 ４ 、 ４ 間 の 凹 部  
分 に 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 前 記 植 生 基 盤 本 体 ５ に 対 す る 活 性 炭 ６ の 配 置 の 変 形 例 と し て 、 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、  
前 記 活 性 炭 ６ を 、 前 記 植 生 基 盤 本 体 ５ に 形 成 さ れ た 空 隙 内 に 充 填 し て も よ い 。 こ の 場 合 の  
活 性 炭 ６ は 、 粒 状 、 ブ ロ ッ ク 状 又 は 空 隙 の 形 状 に 合 わ せ て 成 型 さ れ た 塊 状 な ど の 活 性 炭 ６  
Ｂ が 用 い ら れ て い る 。 前 記 活 性 炭 ６ Ｂ の 交 換 は 、 シ ョ ベ ル や ス コ ッ プ な ど を 用 い て 前 記 空  
隙 か ら 活 性 炭 ６ Ｂ を す く い 取 る こ と に よ り 行 う こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 １ … 植 生 基 盤 、 ２ … 水 路 、 ３ … 壁 面 、 ４ … 山 型 構 造 、 ５ … 植 生 基 盤 本 体 、 ６ … 活 性 炭 、  
７ … ス リ ッ ト 部 、 ８ … ケ ー ス
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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